太刀 銘 国吉
 
この太刀は、明治天皇（1852–1912）が、鶴岡八幡宮に奉納したものです。明治天皇は、多くの高名な武士が信仰を示すために何世紀にもわたって行ってきたのと同様に、この太刀をこの神社に奉納しました。この刀は13世紀のもので、京都の名門刀工の家の出身でありながら、鎌倉幕府に雇われて鎌倉に工房を移した国吉という刀工の作品です。この太刀は、国の重要文化財に指定されています。




